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　このたび、平成 20年度（2008 年）から平成 24年度（2012 年）までの 5年間を計画期
間とする武蔵野市第四期長期計画・調整計画を策定しました。本調整計画は、平成 16年
の市議会において議決を受けた武蔵野市第四期基本構想とあわせて策定された、第四期
長期計画を当初の予定より 1年前倒しして見直し、策定したものです。
　第四期長期計画策定以降、社会を取り巻く情勢は日々変化しています。地球温暖化や
都市のヒートアイランド現象による環境問題の深刻化、社会保障制度改革の推進、地方
分権の進展、少子高齢化による人口構成のアンバランス化、そして都市基盤施設の老朽
化に伴うリニューアルの必要性等、市政を取り巻く環境も大きく変化しています。
　このような社会状況を踏まえ、また、平成 17 年 10 月に市長選挙で公約として掲げた
事項も含めて、長期計画を見直し、調整計画として策定いたしました。
　調整計画策定にあたっては、市民が主役の市政を目指す一環として、より市民参加に
よる策定を進めようと、まずは平成 18年 9月に公募市民による市民会議を組織し、各分
野別に課題を整理することから始めていただきました。そして、市民会議からの提言を
参考として、平成 19 年 4月に策定委員会による検討をスタートし、平成 20 年 2月に調
整計画案の提出を受けるに至りました。
　従来、策定委員会は学識経験者と副市長で構成していましたが、新たに市民会議から
の推薦者を加え、原則公開で行われました。市議会全員協議会や、地区別・市民団体ヒ
アリングなどを行い、数多くの意見を集約し、密度の濃い検討をしていただきました。
従来の策定委員会方式に公募市民が加わり、また策定委員会が原則公開されたことも市
民との協働の時代にふさわしい取組みであったと思います。
　市民会議スタートから 1年 7か月、本市において長年進めてきた市民参加による策定
方式に、新たな市民参加手法を取り入れて完成した本調整計画を基に、市民のみなさま
との協働をより一層進めながら、新たな時代に向かって着実に施策を推進してまいりま
す。先人の英知と工夫の積み重ねによって築かれた武蔵野市の伝統と誇りを、未来につ
なげ、そして魅力あふれるまちづくりを目指します。
　結びに、本調整計画の策定にあたり、市民会議の委員のみなさま、策定委員会のみな
さま、ならびに市民、市議会議員、関係者のみなさまに、心から敬意と感謝を申し上げ
ます。

武蔵野市長

未来へ《つなぐ》
まちづくりを目指して
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計画の位置付けと策定の方法
（1）「第四期長期計画・調整計画」の位置付け
　武蔵野市は、市政の計画的運営を図るため、
昭和46年から計画期間を10年（第二期、第三
期は12年）とする基本構想の議決にあわせ、実
行計画としての長期計画を策定している。しか
し、10年という期間は長く、当初の長期計画を
策定したときには想定し得なかった課題も生じ
る。このような状況に対応し長期計画の実効性
を保つため、市政選挙にあわせ、基本構想の枠
組みの中で、長期計画をベースに必要な修正や
施策を追加し改定するものが「調整計画」である。
　「第四期長期計画」は、平成16年 12月に議
会の議決を受けて定められた「武蔵野市第四期
基本構想」にあわせて策定された計画である。
この度の調整計画は、平成 17年の市長の交代
や様々な社会情勢の変化に対応すべく、当初の
予定より１年前倒しして長期計画を調整するも
ので、調整計画の計画期間は平成 20年度から
平成24年度までの５か年である。

（2）「第四期基本構想と長期計画」の枠組み
〈第四期基本構想とは〉
　基本構想とは、市の将来像や基本的な理念を
示すもので、地方自治法において、すべての市
町村に策定が義務づけられている。この基本構
想を策定するには議会の議決が必要とされる。
第四期基本構想では、武蔵野市の今後10年のま
ちづくりの目標として、下記の３点を掲げている。 
・都市の窓を開こう
・新しい家族を育てよう
・持続可能な社会をつくろう

●都市の窓を開こう
　21 世紀は都市の時代である。人口 1,000 万を超え

るメガロポリスは世界中で 20 都市を超え、それら
は集積の利益を得て、繁栄している。私たち武蔵野
市も一見華やかに繁栄しているように見える。しか
し、水・食糧・エネルギー・空気など、生存に必要
な様々な要素を地方に依存している。都市は単立で
きない。都市の窓を開こう。地方の人々と連携しよ
う。世界の人々と手をつなごう。武蔵野市の窓は世
界に開かれている。

●新しい家族を育てよう
　人間の生きる原点は、社会の最小単位、家庭・家族

にある。家族がいて、家族と暮らして、人々は喜び
や悲しみ、楽しみを共有し、生きている意味を実感
できる。親子・兄弟・姉妹・親族を中心に、地域に
新しい家族をつくろう。住まいの窓を開けて、それ
ぞれの生き方を尊重しながらも、助け合い励まし合
う新しい家族を見つけよう。

●持続可能な社会をつくろう
　20 世紀は、人口が 15 億から 60 億へと４倍になっ

た。この乗数に新世紀が適応することは不可能だ。
21 世紀は、人類にとって、地球の有限性が確認さ
れて初めての世紀でもある。大気・エネルギー・物
質・水循環など、生存に必要な全ての面で人類は運
命を共にしている。膨脹・拡大の 20 世紀から成熟・
安定の 21 世紀へ。人類の英知によって持続可能な
社会をつくるために、地球規模で考え、足元から行
動を（Think Globally, Act Locally）。

　資料：第四期基本構想・長期計画

　そして、その基本理念のもと、「まちづくり
の目標・個性を活かした圏域ごとのまちづくり」
を掲げ、さらに、具体的な施策の柱となる「施
策の大綱」を記載している。

平成 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 年度 
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

　　　　　　 調整計画 

５か年

実行計画 展望計画 

第四期長期計画（10か年）
５か年

第三期長期計画第二次調整計画 

５か年

策定期間 策定期間 

第五期長期計画 

計画のローリングスケジュール 

市
長
・
市
議
選
挙 

市
議
選
挙 

市
長
選
挙 

市
議
選
挙 

市
長
選
挙 

市
議
選
挙 

市
長
選
挙 



��

〈第四期長期計画とは〉
　長期計画は本市の場合、基本構想の策定とあ
わせて策定されるもので、市議会で議決された
基本構想の理念に基づいて、具体的な施策や事
業などを示した計画期間 10年の計画である。
長期計画は財源に一定の裏づけをもつ前半５年
間の実行計画と、将来的に実施すべき事業とし
て、後半５年間の展望計画によって構成されて
いる。

（3）計画策定の方法と手順
　調整計画の策定にあたっては、より多くの市
民の参加を得る目的で、策定委員会設置に先立
ち、分野別市民会議を設けた。第四期長期計画
の５つの行政分野ごとに公募市民が市民の視点
から論議を行い、その結果を提言書としてまと
めた。提言書の内容は、これまで行政の視点か
らは気づかなかった問題点や課題を含んだもの
となっており、多くの点で調整計画に反映され
ている。
　策定委員会にも従来のように学識経験者だけ
ではなく、各分野別市民会議より推薦された市
民委員を策定委員として加える方式を採用し
た。策定委員会に公募を通じた市民が参加する
のは、初の試みである。また、策定委員会は原
則公開で行われたが、これも初の試みである。
この新たな策定方式を定着させるためには、市

民、行政の意識改革と理解が重要である。
　この調整計画策定過程を通してのお互いの成
長こそが、今後ますます盛んになる市民と市と
の真の協働につながるものと考えている。
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